
美 語 科 学 習 指 幸

_      授 業者…
新里村立新塁中学校 遠藤美保子

1.日  時   平 成 15年 9月 3日 (木)5校 時                          ′
2.学 級  1年 生 男 手20名 女子15名 さ計35各
3.主 題  U■ lt4: 日 本夫好き (東京書籍 NEW ttORIZON E理 抑品 CD― eD
4.題 材につし`で                   ,  1            1

Uェ it4は 、折り紙の作品を見ながらFこれは何 J々とマ,クが甲い、、プミが応答する。(Pとitl)r好 きな教科は何
か。Jという対話 (Part2)、 rふだんの朝食に何を食べるか。」という対話 (PaI13),つ よう'こ日本での生活をめぐって

13言雷〕講躍是量雷ど選鑑 営こと総慈重百r鑑亀、
3翌
暑こ邑乱詣畠講縛揺遅

本で生=をして、

動轟啓審籍と凝揚基皐轟よ是墨塞為翌晩事管昌雲:ゑ奏筆F替挙喜早習平揚基筆経笙纂隼素轟言岳と呈島手ゑ旨轟晶i昌
魯電譜齋 瑞韻皇鷺至瑞 弓f韓轟 髪揮野 ・「ドでは1ギl相手に未知のものをたすね、答える。また、自分の痘

霊F坐 ィ熱密緒緊諮緊;覇諮発麟
お`互いの

rじ方、考え方などの送いた認め、より深く相手を理解でき、ヨ

ぁ著隆ぜ籍認晋理緑就?名中と鱒ち与緑力と提F名撤:譜畠岳程才号薔智豊革島言堪

:艶薬襲強げ畿艶緊:潔皆:骨暑欝皆暑鵠撃軽皆骨
見られる。       、         ,,

:るだけ短い時間で済ませ、操り通し練習して習得きせるよぅに、
錦 までρ者のV■ itで 、続けて指導してきているが、文字と音
Eの区Bl」と使い分けができなくなつ■きている生徒も見られる。毎
張 再文を取り泌ぜた軍閥をして定着を田っているところでもある。
,の1も多いので、生徒にとつてはそれほど難しくないと思われる。

韻バワで藁酸警謡最軽鑓霧笛離
とりいれとがら力をつけていきたいと考える。

5 , 指導計画             、
てI)Pa庫 ェ 「これは何?」 Whtl■ 働的 ?It'3■ 臨d.
( 2 ) P a r t  2  E t t  F 五施 t i n g .

叩 お nCt eesJ.r‐ ・マ‐…‐‐……口…,…,‐……・‐r"~Ⅲ……「―‐……………‐・。こ……,…ⅢⅢ‐2L

酔由o 「 域食事何?J What Ⅲ  yot have ttFLIeah3t?・
L………‐………Ⅲ………= 2Ls

W還 ねg Plua 自己紹介‐ヰi・…
1単

元の評価 ‐……………………‐‐・―‐ …‐‐~‐ ~……………‐・…rlh

本時の達成目標
(1)・相手に未知のものについて、それが何であるのか鶏い、また答えることができる。
(2)What+疑 閥文の仕組みがゃかり、言青活動で積極的に使ゃうとする。

本時の指導の構想                   ,
本時はこ目の前にある物や選喋や好きな事など未知め転 (事)に ういて、初出の疑問諏whatを 用いた 『wlatキ he駒

配選 智 荘 歌 播 零 畢 島 課 晶 馨 翠 軽 賀 毬
卜
爾 ゴ 私護 壁 軽 私還 ≧薔 鶴 経 荘 益 琵

るが本時は、WLat rB hisOの 白頭紳 t数 多く行ないたい。また、本時は、基本文型、F覚えたい話句」を練習した後、教科
書本文の暗唱へとつなげていきたい。     1
ます、導入段暗では、Wam‐up tue3tiOI13 や務晋の会話を発表させ、

'本
時への意狭付けを図つていく。発展段階で,ま、新文

型の必然性を患じる場茸を設定しながら、クィズ的に楽しく、テンポの良いノズム盛のある指導を心がけたい。終未段階では、
本時を振り返り、r書くこと1で整理とまとめを行い、個BFJの支援によつて理解度差なかめながら、達成意と今'後の学習への意欲
を高めさせて終わりとしたい。            ‐

本時の評価の観点

(■)‐相手に未知のものについて、それが何であるのか尋ね、また答えることができたか。
(2)What十 疑尉文の仕組みがわかり、言語活動で積極的に使おうとしたか。

h (本 時)

(3)
( 4 )
( 5 )

l h

|.

7.

8 .
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の

Ｌ
ス

と
ヨ

時 間

芸  習 : 活   動 評 価 の 視 点 ・方 法 指 導 上 め 留 意 点

尊

代

7

挙手、応答の仕方

暗唱度、声の大きさ

表現の工夫

えるようになろう。

・be動 詞と―殿動詞をおりまぜながら、

短時間で、
'で

きるだけたくさんの生従“質
問する。

。実物などを提示し、視党に訴えながら導
入する。

1知らないものやわからない事を尋ねると
きにwhat研 使っれる事、会話を発展き
せる為にも、自分の語実を増やすためにも
必用であることを指導する。

展

園

88

4.:新 文型の説明lWhat'の
爵味を確認する。

(教師の自問自答によるか

5,新 迎 の様書をおこなう。
Ⅵhatの 文の仕組みを確認して、
文型の灘習をする。

(1)ゲ ームクイズ①

(2)ゲ ‐ムクイズ②

新 しい

7. 教科書本文を聞く。

教科書米文の内容を確認する。

91新 出語句の練習をし、_意味を確認する。

10,音 読練習と耳ead alldいok‐叩 をす
る。

新出文型 「What's 働 由 ?」
の文の意味が言え1るか。(理解)

新出文型の文の仕組みを理解す
ることができる本。(知・理)

類騨〔基始ごとポ難
力、 (理解 ・表現)i

:′
的弾上tギ: 品:A?li=1と|じとガ〔

キ謡蠣朝暑景書
1話をするこ巻墨罪盟羊

応答の仕方

!発音

音読 と暗唱

・口頭際習では、最初か ら短縮形を使
わて新出文型の導入をする。

・be動 詞の平叙文を疑問Xに 直す手順を

想運させ、whatが 文頭に来る事を指導

す、る。「wlat■ b● 十主語」

占至を喬振こF胡 言導暑Pた
1くさんの新

・生徒に出思させ、新出文を 「話す」活動
をさせる。

・初めtェrL this a ～ ?」 と推測させ
ると,わからない時はま確 ■p。
ポイント制にすることを説明する。
,ペアを組めない生徒め支援をする。

・聞くポイントを与えて聞かせるむ

・絵 と音声をを通 して内容を理解 き
る。
P大まかな斉味を確認してから、熱語・連
語、慣用表現について説明する。

いろいろな隊形や対面で読むように指示す
る。 i

終

末

11!本 時の学習あまとづをする。`
「W h at's tLils,」 が未知のものを指し
てたずねる言い方であることを確認する。

プリントに本時の学習のまとめをする。

意採ia札≧ゴ撞払]七雪ぞ語苫
か 。

(知 '理 )

夕・机問巡視をし、新出支型を理解できてい
るか確認1/ながら、理解を支援する。

た軽X艦碁著
ことが辞なかっ

- 5 4 -



"Un iit 4-  日 本こ万太友子き くェ)ェ 瀬レ酵ま作■?

「これは何ですか。」「～～です。Jと い う文を完成させなさい。

,notebook 朗ke

【21

キ |

(これは何ですか。 ―ヤーノートです。)

13)

ccrt

( 例) W h a t

l t  i s

t h i s

_  b i r d ,

s  t h i s

a  b  i r  d Ⅲ

９
，

ヽ
ノ

VVhcHt is this?

( 1 ) _ _ ■
… … … … … … … … … … … … ‐

this? ― Itis G bike.

(2)し ………………Ⅲ‐………………・Ⅲ……………・…………

〔;)r…
‐~キ ~丁 ~‐~‐

丁に fhに? is cl ccl十.

い一   『=冶

ぃ):::王
:王i:王il,I::王

::i::|:i王
ii:I:I::[字

i3.理 を
ぞ者に、次の日“本文を英語になおしなさい。 i

くユ) そヽそれl‐■)栞希機です:、( a ・ lt 口  Ⅲl_die f is'・  。, )
挙二Ⅲ…Ⅲ…4… ………………………………Ⅲ…r‐―"‐……‐…イ……'■古…■‐ギ‐~千

年・…ギ「
“~ t`

=:正三_r_.ど。白二ど|…‐i_i…………どⅢ…………………どこと‐=工̀ィ……ど___=f】ギ‐土■=_!___Ⅲ

4。 例のように次の文を Whatの 疑問丈に書き換えて、その答えの文も書きなき
 ` V｀    ど

   卓 Ftthbtts lh占?1ぱs ig frttn,|″ (例 )ギ`This iS'a十rclin,

語で答えなさい。           フ

ti191ぃ。34の 折り糾は何てすな。

、(2)pど、35の 折り頴をデミはれかりましたか。

(ヨ)「。35の 折り紙は何でしたか。

!|

0‐′

練
らっ

文
晩

本
　
・例

基
・・
　
期

■is cl noteb00k`

―

切

御

―

習
て、、高隅
旧旧胤
僻
伴
一

(3)

iS G penCit子

・‐々 ,‐‐‐‐内‐‐‐‐―‐‐卜'`―‐「
‐‐―~11‐~‐‐H~‐‐‐,■々.

,‐‐,―‐―`―‐,―■‐―__4‐
ib‐

―~‐‐'‐‐‐・‐‐‐‐‐―手r!

２
“

絵を見てヽ例のように 「これは何ですか。」「～～です。」という文を作りなさい。

》whtttたthis?'Itis O bird、これは何をす丼_鳥で丸

0「何～?」・'…・ときくときは,   で 文を始めます.
WhQIに ～?で 「～は!    」 という意味になります1 ヽ

O  W h a t i s  t h i s ? ・…・ヤこは, I t い～. と答えます。

_「 これは何ですか。」「(それは)～です,Jという形です。

母Whalに……はふつと単_rlいま丸軸帥形)
Whcどs thも?一一

“
13 6 bttd.と

言うのがあつうです。

この― は.白まにあるものを指してr′これは何P」「鳥だよ。」という会話です。離
れた所にあるものなら,'                   と をきユし'。
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中

郎

ｓ
穐
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Ｄ
収
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．
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資料  1
倉害

‐
■ 弓 書 と再 英 語 科 年 間 指 導 計 画

新 年ユオ寸 立 新 呈 ギヨ学 校
第 1学 年における英語科の目標           フ

英語に規しみ、初歩的な英語を用いて自分自身や家族 ・友達のこと、あるいほ日常生活のことを聞き手にわかる工う)に
伝えたり、話された内容などから相手の意図を正しく理解して適切に応じるこすとができるようにする。

=

月 題   材 標目

進導価評

コミュニケーシヨンヘ

の関心 ・意欲 ・懲度
表現 の能力 理解 の能力 言語や ズ イとそこつ い

ての知識 , 理 解

4

Hello,

L算 品
英語 の音や文字 に果味
・四心を持う。
簡単な挨拶ができる
教室英語を理解する。
アルファベントの読み
苦きができる。   i
簡単な単語が,誘める。

積極的にペアの相手
会話をしようとする。

〓丁
スヽ

き
伝

。

師
く
る

を
す
き

渉
や

で

挨
り
が

な

か
と

単
わ

こ

簡

に
る

朝
る。抑栄

話

こ

が
る

手
す

相
答

英語 の挨拶の仕方
や特徴がわかる。

5

６

　

　

・

グ
生

そ
先

てＩ
一」
シ

脱
ゅ
ト

挨琴や自己紹介の仕方
を知 る。
相手 の確 認 の仕方 を知
る     ‐
出身 国 につい て尋 れた
り答 えた りできる。

いつ
は
　
き

行
て
　
続

を
見
　
継

分
を
　
を

，

紹
目

一
話
る

己
の
う
対
す

自
手
言
に
と

や
相
り
的
う

拶

ヽ
き
根
ュ

挨
時

均
強
せ

相

伝

。

を

く

る

容
す
き

内
や

で

の
り
が

介

か
と

紹
わ
こ

巳
に
る

自

手
え

手

の
し

し
介

正

話
紹
り

己
方

自
仕

や

の

・

拶
現

挨
表
る
。

の
の
か

語
介
わ

英
紹
が

S P k i n 3

Plus
ヽ
き

り
で

た
が

け
と

か

こ

し

う
語
言

に
を

手
礼

。

相
お
る

相手の注意を,に うと
積極的に話

・
しか けユラ

とする。    ｀

相手に適切 に応 じて
いる。 焼嚇

転静帥卵
に

礼
仕

手

お

の

相

り

現

け立 2

掌桜で
校内や建物の説 明の仕
方を知 る。
知人 を人 に紹介す るこ
とができる。

形
ト

を
と

，然
ぅ岬はＦ

融
鞭
る。

る。碑
ｕ
帥

自分の学校や身近な毒
物についてわかりやす
く崩現しようとしてい

自分の学任や身近な
建吻あ説明を田き手
に正確に伝えること
ができる。

雰を言書費哲整3官
応答ができる。

Words Phls 激宇の言い方 を知 る。

h i t  3
グ リー ィ先
生の初受業

スポージや音業につい

墓雪ぎ脳煮景ま曇翌千
事
と

心
う

関
よ

の
し

分
現

自
衰

に
て

的

い

。

極

つ
る

積
に
す

い
関
が

つ
に
と

に
確
こ

車
正
る
、

心
を
え

関
介
伝

ヽ

一の
紹
軍
ム

分

の
手
章

自

て
き
で

スポーンや楽器 を
表す語葉がわかる。

晦 ｀
 Plus

醒 味や 学校 生活 につい

てイ ン タ ピユーす る こ
とがで きる。

数多 くの人に起 味や学
校生活についてインタ
ビュ‐しよ うとする。

容
応

内
く

の
し

一
正

」
帥
きる

。

夕
き

で

ン
閣
が

イ
を
答

た

，
　
ヽ

般
く

定
法

↓
文
否
周

7

S れ
熟 2

・の現表
′

す返き
る

。

闘
知

，
を

る
方

謝
仕

を得て姿意
うとしてい

力
よ

協
しヽ

の
続

辛
避

相
を

適切に応 じて話 して
いる。

質 問 に適切 に答 えて
いる。

閉 る ・聞 き返す麦
現がわかる。  ｀

U ■i t  4
日本人好き

日本特有 の, ものに 関す
る知識 を深 める。

食事 や 教科 にう いて紅
国 との文 化 の違 い を知
る。

辞善を積極的に和用 し
て友蓮や AETに 話 し
かけようとする。  :

讐軽驚是構霊皆吾彗高
そうとしているど

自分の好きな顎科や
毎百の朝食にういて
相手にわかりやすく
伝えている。

イ イタピ手~の 内容
を師き取り正しくが
答ができる。

W L E tを用 いた疑 蘭
文 の形 ・意 味 ・月
法が1 わかる。
日本特有 の物 を英
語で説明できる。
食べ物を表す語集
がわい る|

陥 地
PIEs

”
とができる

。

ん
こ

運
く

を
青

題
を

話
文

岡違 いを恐れす 学んだ
表現を使 つ、てい る。

必要な分曇で書いて
やヽる.

８

‥

９

U曲 5
ハ ン パ ー

ガ ~ シ ヨン
プで

ハント
・―力

・―ショフフ
・'Cじ,1主つと

の仕方 や 金 銭 のや りと
りの仕方 を知る。

1

数 の岳 ね方 と答 え方 を
知る。

握 業 '申 し出 ・指 示 の
仕方 を知 る。

間違 うこ とど恐れず話
している。

相手の理解に応 じて
請じてい る。

強制やイントネーションに気
をうけながら話 して
いると

容
上

　
の
く

内
る
　
一本
し

の
め
　
指
正

一
と
　
や
て

」
毬
払
鹸
批
きる

。

夕
文
で
の
に
で

ン
英
が
手
容
答

イ
を
と
神
内
応
．

お店 で注文す る時
の特有表 現 が わ か
る。

W s ～ . 命令文 の形
・畜味 。河法がわ
か る。

Words
Ph本2

曜日の言い方を知る。 相手に適切 に応 じて
いるど

の
取

割
き

，印
中
車

の
を
と

手
容
土

相
内

る

躍 日の言 い方や 尋
れ方がわかる。

U ■i = 5

青 半球 か
らのメール

3人 称 の人 の紹介 の仕
方 を知 る。

F本 とオー ス トラ リア
の達い を知 る。

婆書卒冨言畠喜すぞこ
ている。
家族 に関す る情 報 を積
極 的に聞 き出そ うとし

盲螢學比だ表現を使つ
て い る。

きまざまな動詞 を用
いてま とまつた茉文
で表現′している。 '
家族を表1す語案 を用
いてインタと

や
ュ‐してやヽ

る。
さまざまを動詞 を用
いてま とまった実文
で表現 している。

インタと
｀
ェじの内容 を開き

取 り正 しく応答 が で
きる。
オー ス トフ リア 1 こつ
い ての情報 を読 み と
つている。

3 人 称 単教 現 在 形
の文 の使 い方 が わ
かる。      1
日本 とオー ス トラ
リアの違 いが わ か
る。
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資料 2
単元の評価規準と判断基準

革  元 到達目標 評価規準 判断基準 方 法

Uhit4

日本大好き

・未知のものが何かを
質問することができ、
質問に答えることがで

きる。     ・
・百分が知つている物
や人について、「～宇は
・・・だ。」と説明した
り、感想を述べたりす
る
・
ことができる。

・「何を
～～Lrます力、

という文を作ることが
できる。

未知のものを、 wnatls
由s(曲 aty?で 質問する
ことができるど

心
現
解
増

、

関
表
理
知

未知のものについて状況t手応,て
matts ds,と matts ha?を使い分け
て質問し、ま十王しく質問に答えるこ

とができる

A

ペ ア フ
ー ク

発表

ア ス ト

陥 is ttgとmatls thatPの意味の違い
を知つて質問し、また質問に答えるこ
とができる。         ｀

B

matts this?とW性出 dl翌が使われる状
況について、物や絵を用いて会話を行
うことで、実感を持つた理解ができる

C

霧名習昭撤
について、説明したり、

曇客雪夢
たりするこ′と

表現

知 ・理 鵬 難
五oち と組み合わせて、自分が知って
いる物や人についての癌想を述ぺるこ
とができたが,

A

ト

務
徹
嬢

教科についての感想を形容詞を用いて

表現することができるさ′ B

教科についての感想を日本語で準べき
せ、英語でどのように表現するかとい

う課題意識を高めさせることで、値々
め形容詞を印象づけるようにする。

C

教科書本文に基づいた対
話文を作 り、発表するこ

とができる,i

表 現 教科書の基本文やや板書を見ないでス

ラス7騨皆下青る。       i Ａ
“
練
練
″対義主=姦和喜あ基本主導哀暮を参考

年して発表することがや る。 1 B

好きな教科 とその理由を日本語で考え

させ、発表も英文を見ながらするよう
に指導する。 ｀

C

疑門羽 wh銃 を一般動詢
疑田丈と組み合わせて窪
蔚文を作ることができる。

知 。理

表現

matギ do ydu～ ?といユ文あ作り方
がわかり、作ることができる。  ′

′Ａ 発 表  _
ペ ア ワ
ー ク

mattt do you hwe for bredast?の

文の構造 と意味がわかり、それを使つ

て、質問することができる。    i

B

朝食のメニューを絵を使って表し、イ
タエジを広げながら会議すること`で、
日頭練習をなめらかに行えるようにす
る。

C

Writing

Plusl

自己紹介
―話題 を選
んで書こう

・学習やスポ■ツ、音
楽を話題に自己紹介め
文が書ける。

名前 。趣味・相手ぺの質
問が含まれた、/自巳紹介
文を書ぐことができる。

心

現ヽ

関

表

4文以上のレベルで、趣味と相手への
質問が含まれた自巳紹介文を書くこと

ができる。

A

作文

発表
ス ピー

チ .

3文程度で、趣味を含む自己紹介文を

書くこセができる。 B

学習 'ス ポーツ ・音楽の中から自己紹
介で使いたい話題を選択させ、表現し

たい意欲を作文あ完歳へとつなげるよ
うにする。

C
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